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愛知県（豊橋市）での取り組み
（地域の開業小児科医から始まった医療的ケア児
支援ネットワーク）
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各論 7 大谷 勉
愛知県（豊橋市）での取り組み
（地域の開業小児科医から始まった医療的ケア児支
援ネットワーク）

事業の概要 愛知県豊橋市で小児科医として 40 年近く働き、開業 25 年となります。地域医療

の実践として必然的に小児在宅医療を行ってきました。小児在宅医療の現状と問題

点、その解決策について報告します。

1．愛知県豊橋市の小児在宅医療の現状

2．医師会を活用しての小児在宅医療の理解と拡大。

3．愛知県小児科医会における小児在宅医療の理解と拡大。

Keyword 医師会活動、地域包括ケアシステム、愛知県小児科医会、福祉サービス、電子連絡帳

内　容 1 ．豊橋市の小児在宅医療の現状

2．大谷小児科の取り組み

3．訪問看護の状況

4．障害者福祉の状況

5．愛知県の取り組み

6．豊橋医師会の取り組み

7．まとめ

【引用情報】
大谷勉：開業小児科医にできる小児在宅医療支援　日本小児科医会会報　第 51号　34-37　2016
船戸正久他：小児在宅医療支援マニアル　改訂 2版　MCメデイカ出版　2010 年 10 月 1日発行
日本在宅医学会　テキスト編集委員会編集　在宅医学　メデイカルレビュウ社　2011 年 7月 1日発行
国民の福祉と介護の動向　厚生の指標増刊　2015/2016　厚生労働統計協会
障害者に対する支援と障害者自立支援制度　社会福祉士シリーズ 14　弘文堂
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1 愛知県豊橋市

　豊橋市は、愛知県の東部に位置し、人口 38万の中核市です。秋の次郎柿が特産品で、ウズラの卵と大葉の生産量は
日本一です。小児医療は三次医療の豊橋市民病院を中心に 18の小児科専門診療所があります。

2 豊橋市民病院小児科における
在宅医療患者数の推移

　豊橋市民病院は、人口 60万人を抱える東三河の中核病院。
小児科は総合周産期センター 35床、一般小児科 35床。小児科医 20名を抱え、すべての時間に対応しています。市民
病院通院中の小児在宅医療の患者数も年々増加し、100 人近くとなっています。
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3 豊橋市民病院小児在宅医療の内容

　在宅医療の内容も 人口換気 8名、気管切開 19名、胃瘻 30名と重度の医療的ケアを必要とする児が増えています。

4 大谷小児科在宅医療

　私は 40年近く豊橋市で小児科医として働き、豊橋市民病院時代から 1名の訪問診療を続け、開業後も豊橋市民病院、
豊橋医師会訪問看護ステーションからの依頼で訪問診療を行っています。今までに 20名以上、現在 12名の訪問診療を
しています。
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5 大谷小児科訪問診療の精神

　私の訪問診療の精神です。宮沢賢治の「雨ニモマケズ」の一部です。
通院が困難な児にはこちらから出かけていきますよ。在宅医療は、患児が家族に支えられ家にいるだけではありません。
地域のつながりの中で生活することです。開業医もこの中の一員として積極的なかかわりを持つべきと考えます。

6 訪問看護

　小児在宅医療を支えるうえで訪問看護師の役割は極めて大きい。豊橋市医師会訪問看護ステーションは、平成6年開設、
平成 17年小児の訪問看護を開始しました。
豊橋市では現在 6か所の小児も可能な訪問看護ステーションがあり、小児の訪問看護は家族の希望があればほぼ可能で
す。人工呼吸器使用の児は毎日の利用もあります。
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7 豊橋医師会訪問看護小児実績

　豊橋市医師会訪問看護ステーションの平成 25年までの小児在宅医療実績です。
延べ 46名、この中で小児科医の訪問診療が得られたのは 10名でした。小児科開業医の協力、参加が少ないのが悩みで
す。

8 難病のこども支援東海ネットワーク

　豊橋には、難病のこども支援東海ネットワークがあります。20年以上の歴史があり、
毎年夏キャンプ会を行っています。写真はこのときの写真です。気球に障害の子供や家族も乗り込み感激して帰ってき
ます。キャンパー 28名、ボランティアなど含め総勢約 190 名の参加と大掛かりな企画です。冬のクリスマス会、忘年
会も行なわれ情報交換も密にしています。
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9 福祉サービスの利用

　在宅での生活は、福祉制度の利用がとても重要です。このとき各自治体発行の「福祉の手引き」が役立ちます。また
地域相談支援員を中心に福祉の利用量が決められます。この為には、まず身体障害者手帳、療育手帳、市町村が発行し
ている障害福祉サービス受給者証、地域生活支援受給者証が必要です。
　福祉サービスの実施主体は各市町村にあり、障害福祉サービス受給者証により、通院等介助、短期入所等のサービス
が決められ、地域生活支援受給者証で、移動支援、日中一時支援、訪問入浴等のサービス量が決めらます。

10 豊橋市の障害児・者のための
医療的ケアガイド

　豊橋市では、医療と福祉を総合的に知ることができるガイドブックができました。
福祉サービスとして、児童発達支援、放課後等デイサービス、生活介護、日中一時支援、訪問入浴、居宅介護、短期入所、
療養介護、施設入所支援。
　医療サービスとして、訪問診療、訪問歯科、訪問看護、訪問リハビリ、訪問薬剤管理
これらの一覧が掲載されています。
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11 愛知県の計画

　愛知県も障害児医療に対し各種計画、事業を行っています。
心身障害者コロニーを核にした各種研修
名古屋大学に障害児（者））医療学寄附講座の設置があります。

12 あいち小児在宅医療研究会の実績

　名古屋大学障害児（者）医療学寄附講座主催のあいち小児在宅医療研究会が 2012 年に始まり 4回行われています。
　第 1回では、私も開業小児科医の立場で小児在宅医療の現状について報告しました。
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13 あいち小児在宅医療実技講習会

　私は愛知県小児科医会理事、小児在宅医療委員会会長をしています。
　今年 1月あいち小児在宅医療実技講習会を大同病院、名古屋大学医学部障害児（者）医療学寄附講座、愛知県小児科
医会の共催にて小児科医を中心に 30名の医師の参加のもと行いました。実技講習により、小児在宅医療の状況の理解
と実技の習得を行い、より多くの医師に小児在宅医療の参加をお願いする機会としました。今年の 12月 18日（日）第
2回を予定しています。

14 愛知県医師会の取り組み

　愛知県医師会も地域包括ケアの事業の中に小児在宅医療を組み込み各種事業の応援を予定しています。
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15 在宅医療サポートセンター事業

　愛知県医師会を通じ在宅医療サポートセンター事業に 11億 9000 万円の予算がついています。この事業に加わる形
で小児在宅医療も推進していくことを考えています。
　愛知県医師会在宅医療担当野田正治理事からは、多くの応援をしていただいています。

16 豊橋市医師会の取り組み

　豊橋市医師会は会員数約 500 人、豊橋市役所との連携にて、市からの多くの委託事業を行っています。予防接種事業
も中核市の中で高い接種率を誇っています。在宅医療に関しては　、在宅医療サポートセンター事業に 3年間で約
4000 万円の予算がついています。私は在宅医療委員会委員として医師会を通じ小児の在宅医療の理解を試みています。
小児在宅医療を行う小児科開業医が極めて少ない現状より、内科の在宅医療を行っている先生と協力して 2人態勢での
訪問診療を試みています。
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17 豊橋市医師会在宅医療研修会

　豊橋市医師会は、在宅医療推進のため、在宅医療研修会を 6回行ってきました。私も「豊橋の小児在宅医療の現況」
のタイトルで講演を行い小児在宅医療について理解と参加を呼びかけました。

18 電子連絡帳

　豊橋市医師会主導にて電子連絡帳が構築されました。患者さんを中心にして患者さんの情報を医師、訪問看護師、介
護施設、歯科、薬剤師で共有しより質の高い在宅医療を提供するシステムです。このツールにより、瞬時に情報の共有
が可能になりました。
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19 まとめ

　豊橋における小児在宅医療の現状について報告しました。今一番の問題は在宅医療を行う開業小児科医が極めて少な
い。この解決策として小児科医に小児在宅医療の重要性を訴え、開業小児科医の診療の一部と位置図ける。成人の訪問
診療医に小児科医とタイアップして診ていただく。この 2つの方向性が必要と考えています。この為には医師会を通じ
ての小児科医の発言、小児科医会を通じての開業小児科医への訴えを機会あるごとに行う必要があります。

20 小児在宅医療の地域資源の活用

　小児在宅医療は、小児診療のスペシャリストである小児科医にとって、その応用編としてすべての小児科医で可能です。
一歩踏み出す勇気と病気の子供を思う暖かい気持ちがあれば可能です。各地域での医療資源、福祉資源を活用してその
地域に合った小児在宅医療を創り上げてください。多くの小児科医の参加が、睡眠時間を削り日々奮闘しているお母さ
んや、家族の方々への大きな励ましとなります。ぜひ多くの小児科の先生方の参加をお願いいたします。


